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感染症蔓延下における
市民への情報提供の検討

○大久保敦子・新江恵理子・大崎俊啓・岡本裕美・宮谷範幸
芦刈典子・小林きぬ子・森川厚子・花島邦彦

一般社団法人 茅ヶ崎寒川薬剤師会

感染症蔓延下における
市民への情報提供の検討

一般社団法人 茅ヶ崎寒川薬剤師会（神奈川県）

○大久保敦子・新江恵理子・大崎俊啓・岡本裕美・宮谷範幸

芦刈典子・小林きぬ子・森川厚子・花島邦彦

第54回日本薬剤師会学術大会
利益相反の開示
演者名： 大久保 敦子

私は今回の演題に関連して、
開示すべき利益相反はありません。

茅ヶ崎寒川薬剤師会

該当地域：神奈川県茅ヶ崎市（人口約24万人）と寒川町（約5万人）
会員薬局数：81薬局
会員数：137名

毎年薬と健康の週間期間中
の日曜日に市民公開講演会
を開催し、地域住民に対し
健康や衛生に関する講演を
提供している。

茅ヶ崎市

寒川町

神奈川県

開催か、中止かの判断

新型コロナ感染症蔓延の中、様々なイベントが中止となっている。

感染症に関する間違った情報や誤解を招く情報があふれ、住民が
大きな不安を抱える中でこそ薬剤師として正しい情報を提供する
意味がある。

感染防止対策に万全を期し、開催することに決定
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テーマ・開催方法・・・
テーマの変更⇒新型コロナ感染症に関するテーマへ

開催方法：対面か、WEBか？
参加者に高齢者が多く、またネットを使用できない方々にこそ
情報を提供すべき⇒対面での開催へ

参加者⇒自由参加から申込制による定員制へ

経過
3月14日 茅ヶ崎市感染患者確認
4月 7日 神奈川県に緊急事態宣言（第１回）（5月25日まで）
4月24日 開催についての検討開始
5月22日 理事会にて開催決定
5月28日 講師決定
7月 1日 会場決定
7月14日 参加人数、募集方法決定
7月16日 茅ヶ崎市・寒川町へ後援申請・手話通訳依頼
8月 3日 プロジェクトチーム募集開始
9月 7日 ポスター発注
9月 8日 プロジェクトチーム活動開始

10月 1日 開催最終決定・参加者募集開始
10月18日 市民公開講演会開催
11月 2日 来場者感染ゼロを最終確認

感染防止対策
・プロジェクトチームの編成（役員＋一般会員による10名）
・「新型コロナウイルス感染症に配慮した講演会の開催指針」を作成

・申込方法の変更
・中止の場合の連絡方法
・参加者の誘導
・受付（検温・手指消毒・体調確認）
・会場の配置
・換気
・開催後の健康状況確認

・講演内容（参加者全員に携帯用の消毒液を配布し正しい消毒法を
体験して頂くことをプログラムに加えた。）

・アンケートの内容検討

新型コロナウイルス感染症に配慮した講演会の開催指針
・社会的距離（１.５～２ｍ）を確保できる人数で参加者を募集する。

先着５０名募集とする

茅ヶ崎会場：２５４㎡（と前室４６㎡）

講師、手話通訳２名を含めて考える。昨年は要約筆記４名あったが今年は

なしとする。

・参加者にはマスク着用での来場を求める。

・開催の可否の判断は９月末、１０/１より参加者の募集

・参加申し込み時に連絡先を伺う（講演会終了後２週間で廃棄することを約束する）

氏名、お住まいの地域、電話番号を伺う。マスクの着用をお願いする。

・開催スタッフの感染予防

① 開催運営に当たるスタッフは、感染予防対策を徹底（アルコール消毒、手洗い、

うがいの励行、マスク着用等）する。

② 定期的な検温、体調管理を義務化し、37度以上または平熱より1度以上の発熱、

新型コロナウイルス感染症の諸症状がある場合は、運営業務に従事しない。

・当日

① 会場の机、いす、マイク等と床を適切に消毒する。（消毒用エタノールとペー

パータオル、または消毒用エタノールとモップ使用）

② 適切な間隔で椅子等を配置する

③ 資料、配布物をいすに準備する（資料の配布時の接触を避けるため）

④ 地域医療センター入り口での案内に人を配置する

⑤ エレベーター（エレベーターは2名以下で使用）、階段の案内に人を配置する。

⑥ 入室時にマスクの着用を確認（マスクのない方には配布する）し、手洗い（消

毒）等を求める。

・受付時について

① 列に並ぶ間隔に配慮

② 入り口付近に滞留しないように配慮

③ 検温の実施と体調の確認

体調確認表の準備：氏名、連絡先（ここは事前に作成しておく）

体温、体調（良・不良）を聞き取る

④ ３７．５度以上の発熱の方、体調不良のある方はご遠慮いただく

・講演中

① 最前列の方と講師との距離を考える。十分なスペースを取るか、講師または最

前列の方に必要に応じフェイスシールドを着用していただく。

② 適宜換気を行う。開放しておいても騒音、天候ともに大丈夫なら開放しておく。

難しい状態の時は、３０分ごとに５分間の換気タイムを取る。

・終了時について

① アンケート等の回収時の接触を避ける（着席した椅子の上に置いて退席していた

だく）

② 出口付近の滞留に配慮

③ 使用した物品の消毒をする（使用前と同じ方法）

・万が一、終了後２日以内に体調を崩し新型コロナウイルスと診断された場合には、薬

剤師会に連絡いただくようにお願いする。
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広報 会場への誘導

受付
会場入口の掲示



2021/9/19

4

寒川会場 茅ヶ崎会場

参加者へのアンケート

アンケートは感染防止の観点
から、椅子に置いたまま帰っ
て頂く方法で回収した。



2021/9/19

5

アンケート結果
• 回収率 １００％
• 講演会の内容

とても良い ６１％ 良い ２６％
まあまあ １３％ 悪い ０％

• 感染防止対策のための参加申込制（人数制限・連絡先の確認）
良い ８８％ 仕方ない １２％ 面倒 ０％

• 会場までの誘導・エレベーターの人数制限
良い ９７％ 普通 ３％ 悪い ０％

• 受付の対応（検温・手指消毒・体調確認）
良い ９１％ 普通 ９％ 悪い ０％

• 講演中の感染対策（換気・ソーシャルディスタンス）
良い ８７％ 普通 １３％ 悪い ０％

結果
• 感染症蔓延時における感染症をテーマとした講演会は、多くの
市民に好評であった。（とても良い＋良い ８７％）

• 感染拡大防止対策を取った講演会としての申し込み制、連絡先
の確認等は講演会の参加を大きく妨げるものではなかった。

• 誘導、受付での対応もおおむね好評で、面倒に感じる等のこと
はなく受け入れてもらえたと考えられる。

• 当方の感染対策が功を奏したと断言することはできないが、講
演後２週間の時点で参加者における感染症発症者はゼロであっ
た。

考察
感染症蔓延下における市民への情報提供は、平時と比べ困難を
極めるが、そのような時にこそ薬剤師は市民に対し保健衛生等
の情報提供を行い、市民の安心安全を確保しなければならない。

薬局での情報提供も重要であるが、個々による対応には限界も
ある。感染防止対策をしっかり行った上での講演会開催は、
１つの選択肢として検討するに値するものと考える。


